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 2025 年８月 27日 

 

各  位 

 

 

（経過開示）ミームトークンシステム「CANON Attack」テスト版完成 

～AI × DAO による“空売り狙い撃ち”ユーモア型トークン、 

GYAN BLUE($NYAN)・WWB 連携へ展望～ 

 

当社は、2025年４月 30日付「（経過開示）Meme Factory プロジェクト、BaaS 支援第 

2 弾「CANON Attack」 ミームトークンシステムの開発を受託」で既報のとおり、ミーム

トークンシステム「CANON Attack」のテスト版が完成したことをお知らせいたします。正

式リリースは 2025年９月末頃を予定しております。 

   

■ 「CANON Attack」について 

 「CANON Attack」は、空売り残高が高まる銘柄に照準を合わせ、買い圧力を誘発するこ

とを目的としたユニークなミームトークンです。 

市場心理とジョーク性を融合させることで、投資行動への“遊び心ある介入”を可能とす

る、世界的にも類例の少ない投資家コミュニケーション型トークンとして位置づけられま

す。 

 

◼ 「CANON Attack」の強みと独自性 

「CANON Attack」が持つ最大の強みは、単なる“ジョークトークン”に留まらず、市場

心理と金融メカニズムを同時に揺さぶる Web3型コミュニケーション・トークンである点

です。 

1. AI × DAO による新しい「市場参加モデル」 

従来、空売り比率や需給状況に関する情報は、主として機関投資家のみが享受し得

る情報優位性でありました。「CANON Attack」においては、AIが自動的に抽出した

空売り銘柄候補を DAOに提示し、すべてのトークン保有者が投票を通じて意思決定

に参画することが可能となります。これにより、個人投資家が主体的に市場におけ

る標的を決定し得る、初めての仕組みが実現されております。 

2. 「ユーモア」と「実効性」の両立 

市場の意図的な操作を直接の目的とするものではなく、標的とする銘柄情報を共有

https://www.gfa.co.jp/gfa_wp/wp-content/uploads/2025/04/%EF%BC%88%E7%B5%8C%E9%81%8E%E9%96%8B%E7%A4%BA%EF%BC%89Meme-Factory%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88%E3%80%81BaaS%E6%94%AF%E6%8F%B4%E7%AC%AC2%E5%BC%BE%E3%80%8CCANON-Attack%E3%80%8D%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E3%81%AE%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%82%92%E5%8F%97%E8%A8%97.pdf
https://www.gfa.co.jp/gfa_wp/wp-content/uploads/2025/04/%EF%BC%88%E7%B5%8C%E9%81%8E%E9%96%8B%E7%A4%BA%EF%BC%89Meme-Factory%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88%E3%80%81BaaS%E6%94%AF%E6%8F%B4%E7%AC%AC2%E5%BC%BE%E3%80%8CCANON-Attack%E3%80%8D%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E3%81%AE%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%82%92%E5%8F%97%E8%A8%97.pdf
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することにより、コミュニティにおける心理的高揚を喚起するユーモラスな設計と

なっております。併せて、当該情報が機関投資家へ伝達されることにより、実際の

買い行動へと波及する可能性を有しております。すなわち、投資家の遊戯的関心が

市場へのインパクトへと転化する、Web3に特有の双方向性を備えている点に特徴が

ございます。 

3. ミームの熱狂と金融の秩序を接続 

ミームトークンは一般に一過性の熱狂に依存する傾向が見受けられますが、「CANON 

Attack」では AI 分析と DAOガバナンスという秩序的な仕組みを組み込み、持続性

を確保し、ユーモア的要素と制度設計を両立させた極めて独自性の高いモデルとな

っております。 

4. エコシステム拡張性：GYAN BLUE・WWBとの接続 

本プロジェクトは当社基軸通貨である GYAN BLUE（$NYAN） との親和性を持ち、さ

らに WOWOOプロジェクト（WOWBIT／WWB） とも連動可能です。これにより「CANON 

Attack」での参加体験が、単独の遊びにとどまらず、Project GJや WOWOOアプリに

接続した“拡張経済圏”へとシームレスに移行していきます。 
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◼ テスト版の完成と今後の展望 

 今回のテスト版完成により、AIの銘柄検出精度、DAO投票システム、Burn 設計など、主

要機能が動作することを確認しました。今後はユーザー体験の向上や市場実証を経て、９

月末頃の正式リリースに向けた整備を進めてまいります。また、「CANON Attack」は、当

社が支援・投資している GYAN BLUE（$NYAN）や、WOWOOプロジェクトの WOWBIT（WWB）と

も連携可能な設計となっています。これにより、単なるミームトークンにとどまらず、

Project GJや WOWOOアプリと接続した分散型ユースケースへ発展する余地を有していま

す。なお、Canonトークンの購入は JPYCが発行されたのちに、JPYCで決済可能となる予

定です。 

 

なお、本件が当社連結業績に与える影響は軽微です。 

 

※本リリースは情報開示を目的としており、暗号資産の購入や売却を勧誘するものではあ

りません。 

※記載された時点での情報に基づいており、今後の運営方針や仕様は変更となる可能性が

あります。 

 

 

 

◼ GFA 株式会社について https://www.gfa.co.jp/ 

当社については、「最先端フィンテックで未来の金融を支える」という当社のビジョン

のもと、「善いことをした人が得をする世界」の構築に向けて、全力で邁進してまいりま

す。 

 あらゆる顧客の資金需要を即時解決するとともに、SDGs を重視しながら、世界に存在

意義のある事業の創造にコミットメントする会社を目指しています。 

 多分野に広がる当社のグループ企業のネットワークから、金融事業にフォーカスしたノ

ウハウを集め、個人・法人問わず顧客ニーズに柔軟性ある確かな答えを提供していきま

す。 

 

所在地：東京都港区南青山二丁目２番 15号 ウィン青山 BIZ+ 

代表者：代表取締役 松田 元 

事業内容：企業・ファンド等への投資、投資先支援、不動産関連事業、暗号資産関連事業 

https://www.gfa.co.jp/
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≪本件に関するお問い合わせ先≫ 

GFA株式会社 経営企画部 

pr@gfa.works 

 

 

以上 

mailto:pr@gfa.works

